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研究成果の概要（和文）： 多様性を前提とするコミュニティにおいて、メンバー間で個々人のもつ違いをその人らし
さとして受け止め、関わり合うことで、自己肯定感や自らの存在意義を感じることが可能となり、社会的営みの中であ
る役割を主体的に担おうとするようになることが明らかとなった。これは、障がいのある人も社会的マイノリティの人
も全ての人が、個人としての尊厳を認められ主体的に参加できるインクルーシブ居場所であるといえる。これより、次
世代育成支援の実現にはインクルーシブな居場所づくりが効果的であることが認められた。

研究成果の概要（英文）：It has become clear that in a community that assumes the importance 
of　diversity, where its members interact by embracing every member's unique traits and differences as 
the very essence of their individuality, they not only realize the potential for an affirmation of self 
and the very meaning of existence, but also try to take an active role in their social activities.
This can be an inclusive space in which the dignity of all participants, including social minorities and 
disabled people, can be realised. With this space, it has been recognized that creating inclusive spaces 
is the most effective way to nurture the development of the next generation.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 本研究開始当初の背景として、第一に、「分

離からインテグレーション、さらにインクル

ージョンへの教育方法の転換」が挙げられる。  

従来の障がい児教育においては、障がいの程

度や種類に応じて盲・聾・養護学校や特殊学

級といった特別な場で指導を行う「分離教

育」が行われてきた。そこへ、障がいのある

者もない者も互いが区別されることなく、生

活を共にすることが正常な社会であり、本来

の望ましい姿であるというノーマライゼー

ションの理念が生まれ普及することに伴っ

て、健常児のみの生活の場であった保育所や

幼稚園で障がい児を受け入れる、インテグレ

ーション（統合）が進んでいった。しかし、

実際にインテグレーションが行われたのは

場のみであり、障がい児は健常児を基準とし

て障がいを低減、克服して健常児に同化する

ことが求められ、障がい児の思いや個性が軽

視されるという問題が生じることもあった

（2005, 鯨岡）。そして、障がいによって不

当に排除されたり、不適切な扱いを受けたり

することなく、すべての子ども一人一人が、

障がいの有無にかかわらず包含される社会

のあり方として、インクルージョンの概念が

提唱されるに至り（1994, サマランカ宣言）、

政府全体で障がい者の社会への参加・参画に

向けた総合的な施策が推進されている。教育

現場においても、平成 19 年の特別支援教育

の制度化に伴い、「分離教育」から「インク

ルーシブ教育」への転換が図られた。これよ

り、障がいの有無にかかわらず、いかにして

幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把

握し、適切な指導及び必要な支援を行うか、

インクルージョンの実現に向けた取り組み

が各教育機関では行われていた。 

 第二に、「関係発達論への発達観の転換に

よる新たな発達支援の可能性」が挙げられる。

これまでの幼児期の障がい児発達支援にお

いては、人間の発達が個体内の能力の発達と

して捉えられてきたことにより、障がいは個

人内のある能力の欠損した状態として扱わ

れ、欠損した能力の改善により発達を促進し

ていくことに主眼がおかれていた。そのため、

障がい児の思いや個性を無視して教え込む

「させる保育」が実施され、主体的な経験を

通して発達していくという幼児期の特性が

考慮されないという現状があった。そこで、

幼児期の特性に配慮した障がい児の発達支

援の可能性について、人間の発達を個体内の

みに見出すのではなく、周囲の状況と他者と

の関係の中で捉えていく「関係発達論」の立

場（鯨岡, 1999; 佐伯, 2007）から分析、究

明を行った。その結果、共生関係の構築によ

る障がい児の発達支援の可能性が示された。

具体的には、自閉症スペクトラム児には困難

であると考えられていた他者の意図理解の

発達に関して、実際の実践事例より、自閉症

スペクトラム児が幼稚園のコミュニティの

メンバーとのかかわりを通して、他者の意図

理解の発達過程を歩むことを明らかにし、そ

の理論的メカニズムを解明した（2008, 宇田

川）。他にも「関係発達論」の観点に立つ研

究として、簡単なことから複雑なことへと系

統的に教えていくスモール・ステップ学習で

は改善されなかった自閉症スペクトラム児

の偏食が、幼稚園のお弁当場面や小学校の給

食場面において、健常児との間でコミュニケ

ーションが成立することで「皆で楽しく食べ

る」というコミュニティへの参加が可能とな

り、その参加を通して偏食が改善したという

ものもある（2001, 渡部）。また、授業場面

では席を立ち、教室内を歩き回る等、担任教

諭にとって気になる存在である児童が、幼小

の交流場面では保育者も驚嘆するほど幼児

を絶妙にケアすることで新しい関係を構築

し、その関係性の中で「思わずできてしまう」

自分を実感して学びの志向性を高めていっ

た。これより、ケアしケアされる関係の中で

学び合うという新しい学びづくりを示唆し



たものもある（2007, 林）。以上のことから、

「関係発達論」へと発達観を転換することで、

他者との関係の中での育ち合いを分析する

ことが可能となり、共生関係の構築による発

達支援の可能性について、具体的な提言が期

待できることから、次世代育成支援の新たな

あり方を明らかすることとなった。 

 

２．研究の目的 

インクルージョンという特別支援教育の

あり方により、幼稚園教育の現場でも障がい

の有無にかかわらず一人一人の幼児が一個

の主体として受け止められ、共に生活を送っ

ている。その中で健常児と障がい児が互いに

かかわり合いながら自己の存在意義を見出

し自立していく姿が認められ、ケアしケアさ

れる関係によって育ち合う共生のあり方が

示されている。一方、急速な少子化の進行等

により「次世代育成支援」が現代社会の重要

な課題となっている。そこで、本研究では、

「障がいの有無を超えた共生」というインク

ルージョンの概念をさらに広げて「多世代・

多様な人々の共生」とする。そして、「多世

代・多様な人々のインクルーシブな居場所づ

くり」を通して、「子どもから高齢者までの

育ち合い」が実現されるような次世代育成支

援のあり方について究明する。 

 

３．研究の方法 

本研究の目的を達成するために、①札幌

市内の異年齢保育を行っている「Ｒ幼稚園」

における特別支援教育、及び②その幼稚園

に隣接する非特定営利団体「ひろば N」（本

団体は「乳児から高齢者までが育ち合える

居場所づくり」を目指しており、平成 23 年

度より札幌市地域子育て支援拠点事業「ひ

ろば型」に指定されている。）の 2箇所でフ

ィールドワークを実施する。そして、フィ

ールドワークにより収集したデータを箕浦

（2009）によるフィールドワーク研究の手

法で理論化する。すなわち、「多世代多様な

人々のインクルーシブな居場所」における

育ち合いの生起に関して、関係論的構造を

解明する。また、インクルーシブ社会の生

成への取組が進んでいるデンマークの福

祉・教育現場を視察し、システムから実態

までを明らかすることで、インクルージョ

ン実現への理論的示唆を得る。 

 

４．研究成果 

 本研究の主な成果として、以下の 3点が挙

げられる。（1）多様な人々が集い、かかわる

ことにより、一人ひとりの「違い」が排除さ

れることなく、「その人らしさ」として受け

止められ、一個人の尊厳が守られることを明

らかにした。（2）「多世代・多様な人々の居

場所づくり」というコンセプトをもつ「ひろ

ば」が「インクルーシブな居場所」となって

いること、さらに、その「インクルーシブな

居場所」の生成過程を明らかにした。（3）「イ

ンクルーシブな居場所」の意義を示し、「イ

ンクルーシブな居場所づくり」が次世代育成

支援に繋がることを明らかにした。 

 以下、研究の成果を具体的に記す。 

「R幼稚園」では、「人間の尊さを共に生きる」

という教育理念のもと、子どもたち一人ひと

りの発達の特性を踏まえて、遊びを中心とし

た保育を実践している。特色は異年齢保育を

実施しており、かつ、積極的に発達障害児も

受け入れているため、異年齢・多様な子ども

たちが一緒に幼稚園生活を送っていること

である。このような背景のもと、教育理念が

生かされた保育者の子どもへのかかわりが

子ども間のかかわりにも波及し、年齢や障が

いの有無による区分なく、互いが互いを一個

の主体として尊重して生活を送ることが可

能となった。その結果、障がい児も年少児も

世話を受けるべき弱者であることが集団生

活の中で浮彫にされることはなく、一人ひと

りのすべての子どもが主体的に幼稚園生活



に参加し、そこで生まれるかかわり合いの中

で育ち合いが実現していることが明らかと

なった。 

 異年齢・多様な子どもたちが一個の主体と

して尊重される中でかかわり合うことによ

って育ち合いが生まれるという現象が明ら

かとなったことで、多様な人々がかかわり合

うことが次世代育成支援の実現につながる

と考えられた。そこで、異年齢・多様な子ど

もたちの場としての「Ｒ幼稚園」だけではな

く、子どもという共通項を越えて、多世代・

多様な人々が集まる「ひろばＮ」に着目をし

て研究を進めたところ、「インクルーシブな

居場所」に次世代育成支援を実現する可能性

があることが明らかとなった。それは、具体

的には「ひろばＮ」における、知的障がいの

ある青年の活動に焦点をあて、分析したこと

によって得られた結果である。 

① 「違い」を生かす 

「ひろば N」は、隣接する R 幼稚園が子育て

しやすい環境づくりを構想する中で 2007 年

に「多世代・多様な人々の居場所づくり」と

いうコンセプトをもって誕生し、その後 2011

年に地域子育て支援拠点「ひろば型」に指定

された。このような経緯のもと「ひろば N」

には子育て家庭の親子ばかりではなく、小学

生、若者、お年寄りなど、多様な人々が参加

者として、ボランティアとして、スタッフと

して集う。知的障がいのある青年は、相談支

援事業の支援によって 2010 年 4 月より「ひ

ろば N」に参加者として通いはじめ、徐々に

ひろば内の役割を担うようになり、翌年には

ボランティアとして、その二年後には有償ボ

ランティアの位置づけとなるサブスタッフ

として、多様な人々とのかかわりを通してひ

ろばの活動に携わるようになった。青年を有

償ボランティアとして受け入れるにあたり、

スタッフ間では賛否両論があり、話し合いが

行われた。青年には「できないこと」が多く、

それを利用者にどのように理解してもらい、

どのように責任をとるのかということが論

点となった。多様な意見が出る中で、自分た

ちにも「できないこと」があり、それを支え

合って支援を実施していることに気付き、青

年は「できないことが多い」のではなく、「で

きること」の幅が異なるだけであるという新

たな青年理解が生まれる。そして、「できな

いこと」を支え合うために青年のニーズをわ

かろうとして、青年話し合いに参加し、青年

の意思を聴きながら青年の「ひろば N」での

働き方を皆で考えた。このような経過のもと、

青年が有償ボランティアとして受け入れら

れたことの意味は大きい。なぜなら、青年の

「できないこと」を青年の能力を向上させて

「できるようにする」ことで参加させるので

はなく、周囲の物や人や事柄とのかかわりの

中でできるようにするための方策を考える

ことで、青年が主体的に参加することを実現

しているからである。これは、障がいによっ

て生じる能力の「違い」により、青年が排除

されることなく、その違いを逆に「その人ら

しさ」として受け止め、生かしているという

意味をもつ。 

② 文化的実践への参加 

青年が「ひろば N」で活動する中で、子ど

もの思いを汲み取らず、目に見える行動だけ

を注意してしまうということが問題となる。

そこで、スタッフ間で話し合い、「青年は子

どもに注意をしないこと」というルールをつ

くる。それに対して青年は理由もわからない

まま勝手に決められたと怒り、このルールは

納得できないとスタッフに訴える。この青年

の訴えを受けて、青年も含め、話し合いが行

われた。まず、スタッフは青年がいないとこ

ろでルールを決めたことは間違っていたと

青年に謝る。さらに、子どもの行動にはその

子どもの意図があること、その意図を汲み取

った上で注意をする必要があることなどを

説明し、青年がそれにどのように対応してい

くかが話し合われた。その結果、青年は、自



分には目には見えない子どもの意図を読み

取ることは難しいと考え、納得した上で「青

年は子どもには注意をしない」という同じル

ールができた。この過程は、スタッフの側か

らみると、スタッフが青年の思いや「困り感」

など、青年のニーズを「わかる」過程であり、

青年の側からみると、青年が「ひろば N」の

実践や「ひろば N」にかかわる人々のニーズ

を「わかる」過程であるといえる。佐伯（1995）

は、文化とは「つくる人」、「使う人」、「わか

る人」の協同の営みであり、「わかる」とい

うことも文化への参加のあり様であり、人は

自分を取り巻く様々な文化的な意味をわか

ろうとするとき、それは文化的な実践への参

加を意味することを示している。これより、

青年の側、スタッフの側からの双方向の「わ

かる」過程が認められることから、「障がい

のある・なし」、「支援する・される」という

枠組みを越えて、「ひろば N」に集う全ての

人々が文化的実践に参加しているといえる。

また、文化的実践に参加することを通して、

参加している全てのメンバーにとっての「よ

さ」が追究されていることから、メンバー一

人ひとりが社会的営みにかかわっていると

考えられる。 

③ インクルーシブな居場所                                             

「ひろば N」において、「違い」が「その人ら

しさ」として受け止められ、周囲の物、人、

事柄とのかかわりにおいて生かされている

ことから、「ひろば N」に集う全ての人々の一

個人としての尊厳は守られていることが明

らかとなった。さらに、「障がいのある・な

し」、「支援する・される」という枠組みを超

えて、双方が文化的実践に参加することを通

して、参加する全てのメンバーが自分たちに

とってのよさを追究し、社会的な営みにかか

わっていることも明らかとなった。以上の 2

点より、「障がいのあっても社会的マイノリ

ティであっても同じ社会の中で個々の違い

が尊重され、その人らしく共に生きることが

正常な状態である」というインクルージョン

の概念が認められることから、「ひろば N」は

「インクルーシブな居場所」であるといえる。 

 以上のことから、インクルーシブな居場所

において、多様な人々が集い、かかわること

により、「同じ」であることが多数派となっ

て少数派が排除されるという事態が起こら

ず、多様性が認められることで、個々の違い

が尊重されることが可能となった。そして、

個々の違いが尊重されるというインクルー

シブな居場所における「信頼」から、互いに

互いのニーズを「訴え」、「聴き」、そして、

全てのメンバーにとってのよさに向けて「応

える」という関係が構築された。この関係は

ケアしケアされるというケアリングの3次元

モデル（佐伯,2013）に相当する。これより、

「インクルーシブな居場所」において、ケア

リングが生起することが明らかとなり、ケア

しケアされる関係のもと、インクルーシブな

居場所に集う全ての人々の育ち合いが実現

されるという次世代育成支援のあり方が示

された。 
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